
旭川厚生病院医誌 (1999.06) 9巻1号:37～41.

いわゆる腫瘤形成性膵炎"の1切除例"
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いわゆる、腫癌形成’性豚炎〃の１切除例
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白要

症例は73歳，女性。心寓部痛，背部痛を主訴に近医を受診。腹部超音波検査にて騨腫癌を疑われ当

科紹介入院。腹部ＣＴにて騨体部から尾部に低吸収域を認め，DynamicMRlでは造影早期相で等染，後期

相では強く濃染された。超音波内視鏡検査では牌尾部に径３０ｍｍ大の低エコー腫癌を認め，辺縁は凹凸

不整でductpenetratingsignを認めなかった。内視鏡的逆行性騨管造影検査では牌尾部主１１革管が狭窄して

いたが，騨頭体部主牌管に異常を認めなかった。以上より腫癌形成性牌炎を第一に考えたが騨癌も否定

できず腫体尾部牌合併切除を施行した。組織学的に高度の慢性炎症細胞浸潤を認め，腺房の萎縮と著明

な線維化を伴っていた。明らかな悪性所見を認めず，いわゆる腫癌形成性牌炎と診断された。組織像か

ら本症例は陣管狭細型慢性牌炎の限局型に一致すると思われた。
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いわゆる、腫痛形成性陣炎〃とは，画像上，牌に腫

痛様所見を呈する炎症性病変の総称であり，日常的に

騨癌との鑑別を要する腫痛に対し用いられている。し

かし各種画像診断が進歩した現在でもその鑑別に苦慮

する症例に遭遇し,中でも背景に慢性騨炎のない症例8）

～'１)で騨癌との鑑別が問題となることが多い｡今回,背

景に’慢性牌炎がなく，著明なリンパ球浸潤と線維化を

認めた腫痛形成性騨炎を経験したので報告する。

表ｌ：入院時検査成績
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症

症例：７３歳，女』性。

主訴：心嵩部痛，背部痛。

既往歴：高血圧。
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')旭川厚生病院消化器科〒078-821l旭川市1条通24丁目

2)同放射線科

3)同臨床病理科
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